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人
は
神
に
よ
っ
て
平
等
に
創
造
さ
れ
、
そ
の
生
命
、
自
由
、
幸
福

の
追
求
権
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
譲
渡
不
能
で
あ
る
と
高
ら
か
に
謳
っ

た
独
立
宣
言
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

彼
〔
イ
ギ
リ
ス
国
王
〕
は
、
我
ら
ア
メ
リ
カ
人
の
中
で
内
部
か

ら
反
乱
が
起
こ
る
よ
う
扇
動
し
、
辺
境
地
域
の
住
民
や
情
け
容

赦
の
な
い
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
野
蛮
人
を
味
方
に
引
き
入
れ
よ

う
と
し
た
。
彼
ら
の
戦
い
の
掟
は
年
齢
や
性
別
、
身
分
の
違
い

と
関
わ
り
の
な
い
無
差
別
の
殺
戮
で
有
名
で
あ
る
。

　
ま
さ
し
く
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
は
建
国
期
当
初
か
ら
「
彼
ら
」
で

あ
り
、「
我
ら
」
で
は
な
か
っ
た
。
黒
人
史
し
か
り
、移
民
史
し
か
り
、

ア
メ
リ
カ
の
社
会
史
は
ア
メ
リ
カ
型
民
主
主
義
、
す
な
わ
ち
、
内
部

の
平
等
が
叫
ば
れ
る
一
方
で
、
常
に
他
者
が
創
造
乃
至
は
周
縁
外
に

排
出
さ
れ
、
或
い
は
同
化
吸
収
さ
れ
る
排
除
と
包
摂
の
論
理
が
ま
と

わ
り
つ
く
。
そ
れ
は
常
に
「
民
」
と
は
誰
か
が
問
わ
れ
る
歴
史
で
あ

り
、
人
種
・
出
身
・
言
語
・
性
を
も
っ
て
自
他
を
区
分
し
続
け
る
歴

史
で
も
あ
る
。

　
本
書
、『
ア
メ
リ
カ
先
住
民
を
知
る
た
め
の
六
二
章
』
は
他
者
と

し
て
生
き
る
こ
と
を
宿
命
づ
け
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
歴
史
・

社
会
・
文
化
を
活
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
編
者
は
「
先
住
民
研
究
は

地
味
」
と
謙
遜
す
る
が
、
同
研
究
は
単
な
る
歴
史
学
あ
る
い
は
社
会

学
・
文
学
研
究
の
一
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
歴
史
的
に
先
住
民
は
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
部
族
」
と
い
う
「
主
権

を
有
す
る
独
立
し
た
国
家
」
の
一
員
と
し
て
認
知
さ
れ
、
そ
の
土
地

の
奪
取
は
主
に
、
国
家
間
の
合
意
文
書
で
あ
る
「
条
約
」
に
基
づ
い

て
行
わ
れ
た
（
第
一
章
、
七
章
）。
合
衆
国
憲
法
第
一
条
八
節
三
項

に
外
国
（foreign nations

）、
州
（several States

）、
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
部
族
（Indian tribes

）
と
の
通
商
を
規
律
す
る
権
限
を
連

邦
議
会
が
所
有
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ

る
。一
九
世
紀
末
ま
で
に
先
住
民
の
土
地
奪
取
が
概
ね
完
了
す
る
と
、

連
邦
政
府
は
先
住
民
を
同
化
す
る
べ
く
、
自
身
の
宗
教
（
キ
リ
ス
ト

教
）、
言
語
（
英
語
）、
生
活
手
段
（
自
営
農
業
）
を
強
制
的
に
学
ば

せ
る
文
明
化
政
策
に
着
手
し
始
め
る
。
一
連
の
政
策
に
は
ハ
ー
バ
ー

新
刊
紹
介

阿
部
珠
理 
編

『
ア
メ
リ
カ
先
住
民
を
知
る
た
め
の
六
二
章
』

（
明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

大
泉
　
　
惟
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史
苑
（
第
七
七
巻
第
二
号
）

ト
・
ウ
ェ
ル
シ
ュ
や
ア
ル
バ
ー
ト
・
ス
マ
イ
リ
ー
を
は
じ
め
と
し
た

同
時
代
の
人
権
運
動
家
達
の
精
力
的
な
活
動
が
背
景
に
あ
る
こ
と
を

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
（
第
五
章
）。
こ
れ
ら
文
明
化
政
策
と
合
わ

せ
て
、
政
府
は
保
留
地
を
個
人
単
位
に
分
割
し
、
先
住
民
の
自
営
農

民
化
を
狙
う
ド
ー
ズ
法
を
制
定
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
一
八
八
一
年

に
一
億
三
八
〇
〇
万
エ
ー
カ
ー
あ
っ
た
先
住
民
の
所
有
地
は
一
九
三
四

年
の
時
点
で
五
〇
〇
〇
万
ま
で
減
少
し
た
（
第
六
章
）。
こ
う
し
て
先

住
民
が
持
つ
資
産
は
法
的
・
文
化
的
に
収
奪
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
本
書
第
Ⅰ
部
と
絡
め
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
軌
跡
を

概
観
し
た
が
、
斯
様
な
単
純
な
作
業
を
通
す
だ
け
で
も
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
が
大
陸
に
群
立
す
る
「
野
蛮
な
る
国
」
を
併
合
し
、「
文
明

化
」
さ
せ
る
こ
と
で
国
威
を
発
揚
し
て
い
っ
た
こ
と
が
容
易
に
理
解

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
端
的
に
言
え
ば
、
植
民
地
時
代
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

は
先
住
民
の
土
地
収
奪
と
文
化
的
抹
殺
を
土
台
と
し
、
国
力
を
増
強

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
そ
の
国
力
は
一
八
九
八
年
米
西
戦
争
に
お

い
て
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
）。
こ
の
点
で
、
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
歴

史
は
社
会
史
で
も
あ
る
が
、
同
時
に
外
交
史
で
も
あ
り
、
軍
事
史
で

も
あ
る
。
そ
れ
は
中
東
の
「
独
裁
国
家
」
を
「
民
主
化
」
す
る
た
め

に
軍
を
派
遣
し
、
或
い
は
現
地
の
「
穏
健
派
」
勢
力
を
支
援
し
内
部

崩
壊
を
期
待
す
る
オ
バ
マ
政
権
（
あ
る
い
は
現
在
の
ト
ラ
ン
プ
政
権

か
）
の
対
外
政
策
を
評
価
す
る
際
の
道
標
と
な
る
。
一
九
七
〇
年
代

に
は
既
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
本
多
勝
一
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
合

衆
国
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
戦
争
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
唱
え
た
が（『
殺

さ
れ
る
側
の
論
理
』）、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
先
住
民
に
関
す
る
情
報
は

一
部
の
好
事
家
が
収
集
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
代
の
国
際
情
勢
を

具
に
検
討
す
る
べ
く
、
現
代
人
が
身
に
着
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
一

般
教
養
な
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
明
石
書
店
が
刊
行
す
る
エ
リ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
・
シ

リ
ー
ズ
の
第
一
四
九
巻
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
第
一
巻
『
現
代
ア

メ
リ
カ
社
会
を
知
る
た
め
の
六
〇
章
』、
第
一
〇
巻
『
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
を
知
る
た
め
の
六
三
章
』
の
姉
妹
作
品
と
も
言
え
る
も
の
で
あ

る
。
同
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
と
し
て
一
章
に
一
つ
の
テ
ー
マ
が
割
り
当

て
ら
れ
、
内
容
が
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
書
も

ま
た
、
基
本
的
に
は
、
ど
の
章
か
ら
読
み
始
め
て
も
差
し
支
え
な
い
。

と
は
い
え
、
構
成
と
し
て
は
過
去
（
第
Ⅰ
部
　
連
邦
―
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
関
係
）、
現
代
（
第
Ⅱ
部
　
現
代
社
会
問
題
）、
文
化
（
第
Ⅲ
部
　

文
化
と
宗
教
）、
人
物
（
第
Ⅳ
部
　
人
物
）
と
編
年
体
で
記
述
さ
れ

て
お
り
、
一
章
か
ら
読
み
進
め
る
こ
と
で
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し
て

未
来
へ
と
続
く
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
旅
の
軌
跡
を
垣
間
見
る
こ
と
が

出
来
る
だ
ろ
う
。

　
類
書
と
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
先
住
民
の
現
在
（
い
ま
）
を
活

写
す
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ヘ
ー
ガ
ン『
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
史
』、富
田
虎
男『
ア
メ
リ
カ
・

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴
史
』、
藤
永
茂
『
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
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阿
部
珠
理 

編
『
ア
メ
リ
カ
先
住
民
を
知
る
た
め
の
六
二
章
』（
大
泉
）

悲
史
』
の
よ
う
に
北
米
先
住
民
の
過
去
を
鳥
瞰
す
る
古
典
は
多
々
存

在
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
し
て
、
二
〇
世
紀
後
半
の
先
住
民
に
関
す

る
説
明
が
不
足
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
点
、
本
書
は
歴
史
家
の
み
な

ら
ず
、
文
学
者
、
社
会
学
者
を
揃
え
、
学
問
の
領
域
を
超
え
、
多
角

的
に
先
住
民
の
現
在
を
照
射
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
本
書
の
約
三

分
の
二
は
現
代
の
ア
メ
リ
カ
先
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
頁
が
割
か
れ

て
お
り
、
こ
の
点
、
従
来
の
通
史
と
は
一
線
を
画
す
も
の
と
し
て
評

価
で
き
る
だ
ろ
う
。
ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
編
者
、
阿
部
珠
理
の
『
ア

メ
リ
カ
先
住
民
か
ら
学
ぶ
～
そ
の
歴
史
と
思
想
～
』、
共
著
者
で
あ

る
鎌
田
遵
の
『
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
―
先
住
民
社
会
の
現
在
』

を
発
展
さ
せ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
先
住
民
の
歴
史
に
明
る
い
一
般
読
者
で
も
、
都
市
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
が
抱
え
る
貧
困
（
第
二
一
章
）
や
歴
史
教
育
を
巡
る
闘
争
（
第

三
三
、三
六
章
）、
文
化
行
事
の
商
業
化
へ
の
懸
念
（
第
四
五
章
）
等

に
つ
い
て
は
深
く
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。「
歴
史
と
は
現
在

と
過
去
と
の
対
話
で
あ
る
」
と
は
Ｅ
・
Ｈ
・
カ
ー
の
名
著
『
歴
史
と

は
な
に
か
』
で
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
過
去
を
知
ら
ず
し
て
現

在
を
語
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い
の
と
同
時
に
、
現
在
を
知
ら
ず
し
て

過
去
だ
け
を
語
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
要
求
に

確
か
に
応
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
先
住
民
に
関
心
の

あ
る
全
て
の
読
者
諸
氏
に
薦
め
た
い
。

（
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
）


